
　In this paper, we examined actual condition of management of Jizo-bon in the central area of Kyoto-city and analyzed component of participants 

of Jizo-bon  s the result, we clari ed people ex  apartment residents  who tend to e unfamiliar with community acti ities also oin in Jizo-bon. 

This result means that Jizo-bon play a role in the creation of a resilient community in terms of impro ing the di ersity  of community mem ers 

which is one of the asic characteristics of resilient communities. In addition, we considered a out the reason why Jizo-bon play a rore descri ed 

as a o e. e pointed out that Jizo-bon has exi ility  from iew of selecti ity of e ents, num er of participants and place corresponded to the 

situation of each communities. These results suggest that community resources like Jizo-bon which has experienced change in the long time and 

succeeded as the core  of community is meaningful in local community management in the era of uncertainty.
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14

記号

説明（１）ある年度の町内会の役員
（2）町内会運営
を担う住民

（3）町内会運営
を担わない住民

（4）町内会に非
加入の住民

分類
町内会の運営を担う 町内会の運営を担わない

町内会に加入している 町内会に非加入
ある町内に居住している

双方向の関わり：◎の住民は町内会のサービスを受けつつ、
町内会の運営も担う（町内会の役員になる）。
一方向の関わり：〇の住民は町内会のサービスを受けるが、
町内会の運営は担わない（町内会の役員にはならない）。
関わりなし：△の住民は、少なくとも町内会を介しては、町
内の他の住民との関わりがない。

※ ◎や△にも同様の関わりのパタンがある

当日の参加あり

当日の参加なし

…当日参加している住民の範囲

※

双方向の関わり：参加の呼び掛けがあり、準備の手伝いもあり。

一方向の関わり：参加の呼び掛けあり（準備の手伝いはなし）。

関わりなし：参加の呼び掛け、準備の手伝い、ともになし。

※

（２）地蔵盆当日の行事への参加

（１）地蔵盆の運営との関わり

（３）地蔵盆を介した関わりのパタン

関わりなし

参加の呼び掛けがあるが、当日の参加はなし

準備の手伝い等で関わるが、当日の参加はなし

呼び掛けや準備等の関わりはないが当日の参加はあり

呼び掛けや準備等の関わりがあり当日の参加もあり

参加の呼び掛けがあり、当日の参加もあり

※

(1)

(2)

(3)

(4)多様性の獲得

冗長性の獲得 多様性の獲得

冗長性の獲得

多様性の向上

冗長性の向上多様性の獲得

冗長性の獲得 多様性の獲得

冗長性の獲得

　

1

　

調査対象 当該の３学区における計 93 の町内会の町内会長

質問内容 地蔵の管理、地蔵盆の運営、町内会の運営の現状等

実施方法 自治連合会を通じて町内会長に配布し、後日、郵送にて回収

実施時期 2012 年 6月～ 8月

回収結果 81 町内回収（回収率 87.1%）

調査対象の候補 アンケートで地蔵盆を開催していると回答した計 68 の町内

実際の調査対象 調査可能であった計 62 の町内

調査内容 行事の内容・時間、場所利用、参加者の数・構成など

実施方法 各地域に事前相談の上、調査員（延べ 58 人）が当日に訪問

実施時期 2012 年８月 18 日、19 日、25 日、26 日（計 4日）

人口 世帯数 共同住宅
世帯率（％） 町内数（＊）

待賢学区 3913 人 2084 56.8 29
城巽学区 4902 人 2918 80.6 28
有隣学区 4283 人 2793 80.4 27

＊マンション町（マンション一棟で町内会を構成する町内）は含まない

待賢 城巽 有隣 合計
町内数 ％ 町内数 ％ 町内数 ％ 町内数 ％

あり 24 88.9 20 75.0 24 76.7 65 80.2
なし 3 11.1 6 25.0 7 23.3 16 19.8
合計 27 100.0 24 100.0 30 100.0 81 100.0

地蔵
元学区

待賢 城巽 有隣 合計
地蔵数 ％ 地蔵数 ％ 地蔵数 ％ 地蔵数 ％

祠あり
週または月単位の輪番で管理 8 27.6 9 30.0 15 55.6 32 37.2
年単位以上で特定の人が管理 10 34.5 9 30.0 6 22.2 25 29.1

祠なし
年単位以上で特定の人が保管 7 24.1 9 30.0 3 11.1 19 22.1

町内外の寺で保管 4 13.8 3 10.0 3 11.1 10 11.6
合計 29 100.0 30 100.0 27 100.0 86 100.0

元学区
管理方法

3km0 0.5 1
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京
都
御
苑
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中京区
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1

待賢 城巽 有隣 合計
町内数 ％ 町内数 ％ 町内数 ％ 町内数 ％

あり 24 88.9 20 83.3 24 80.0 68 84.0
なし 3 11.1 4 16.7 6 20.0 13 16.0
合計 27 100.0 24 100.0 30 100.0 81 100.0

地蔵盆 
元学区

待賢 城巽 有隣 全体
最大 112 人 135 人 83 人 135 人
最小 20 人 13 人 3人 3人
平均 約 61 人 約 48 人 約 40 人 約 50 人

待賢 城巽 有隣 合計
町内数 ％ 町内数 ％ 町内数 ％ 町内数 ％

町内会費の一部 13 54.2 10 50.0 14 58.3 37 54.4
町内会費とは別会計の資金 1 4.2 6 30.0 8 33.3 15 22.1
町内会以外の団体の資金 1 4.2 1 5.0 1 4.2 3 4.4
特定の個人の資金 0 0.0 1 5.0 0.0 0.0 1 1.5
地蔵盆当日の寄付金 19 79.2 12 60.0 16 66.7 47 69.1

その他 0 0.0 1 5.0 1 4.2 2 2.7
全町内に占める割合　　　　　10%未満　　　　10%以上50%未満  　　　　50%以上

出所 
元学区

待賢（24） 城巽（20） 有隣（24） 合計
町内数 ％ 町内数 ％ 町内数 ％ 町内数 ％

掲示板等で告知 4 16.7 9 45.0 8 33.3 21 30.9
回覧板 15 62.5 17 85.0 14 58.3 46 67.6

チラシの配布 9 37.5 6 30.0 8 33.3 23 33.8
町内会の集まりで呼び掛け 1 4.2 0 0.0 0 0.0 1 1.5
各戸を直接訪問して 2 8.4 0 0.0 3 12.5 5 7.5

口伝いで 2 8.4 1 5.0 3 12.5 6 8.8
その他 1 4.2 0 0.0 1 4.2 2 3.0

全町内に占める割合　　　　　10%未満　　　　　10%以上50%未満 　　   　50%以上

待賢（24） 城巽（20） 有隣（24） 合計
町内数 ％ 町内数 ％ 町内数 ％ 町内数 ％

町内会加入戸建て・長屋世帯 18 75.0 17 85.0 21 87.5 56 82.4
町内会加入マンション世帯 3 12.5 5 25.0 5 20.8 13 19.1
町内会未加入の子育て世帯 2 8.3 0 0.0 0 0.0 2 2.9
昔から町内に住んでいる世帯 6 25.0 9 45.0 5 20.8 20 29.4
最近町内に住み始めた世帯 3 12.5 4 20.0 5 20.8 12 17.6
町外の親戚・家族の世帯 7 29.2 4 20.0 5 20.8 16 23.5
町外の親戚・家族以外の世帯 1 4.2 0 0.0 0 0.0 1 1.5

その他 0 0.0 0 0.0 2 8.3 2 2.9
全町内に占める割合　　　　　10%未満　　　　　10%以上50%未満　　　   50%以上

待賢（24） 城巽（20） 有隣（24） 合計
町内数 ％ 町内数 ％ 町内数 ％ 町内数 ％

町内会の集まりの時に聞く 4 16.7 0 0.0 1 4.2 5 7.4
各住戸を訪ねて直接聞く 1 4.2 0 0.0 3 12.5 4 5.9
参加申込書を配布する 3 12.5 6 30.0 8 33.3 17 25.0

毎年参加する人は決まっている 9 37.5 8 40.0 10 41.7 27 39.7
その他 6 25.0 5 25.0 1 4.2 12 17.6

全町内に占める割合　　　　　10%未満　　　　　10%以上50%未満　　　   50%以上

元学区

元学区

元学区

方法

対象

方法
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1

20

…参加呼び掛け有り

…参加呼び掛け無し

…該当なし
（町内に存在しない)

○…町内会に個別加入
        しているマンション
　　住民

△…町内会に 1棟加入
        または非加入のマン
        ション住民

T11 町内番号
元学区記号
Ｔ：待賢学区
Ｊ：城巽学区
 Y：有隣学区

【凡例】

元
学
区

町
内

マンションからの
参加人数

全
て
の

回
答
者
数○ △

待
賢

T01 あり（世帯単位） 6 7
T02 あり（棟単位） 4 15
T03 なし 1 18
T04 あり（棟単位） 0 12
T05 なし 3 21
T06 あり（世帯単位） 34
T07 なし 2 19
T08 なし 0 4
T09

－

－
－

－
－

－
－

－

－

－
－

－
－
－
－

－

－ － 9
T10 なし 1 14
T11 なし 2 14
T12 あり 2 24
T13 あり（棟単位） 0 24
T14 なし 6 26
T15 あり 0 36
T16 なし 0 15
T17 なし 2 12
T18 あり（棟単位） 1 0 17

城
巽

J01 あり（棟単位） 0 6
J02 なし 0

1
16

J03 38

J04 0 27
J05 9

9

0 22

2

マンション住民の
町内会への加入

9

あり（世帯単位）

あり
あり（世帯単位）

※1

※２

※2

※2
※１

－
－
－

－
－
－
－
－
－

－

－

－
－
－

－

－

－

－

－
－

J06 なし 0 13
J07 なし 0 10
J08 あり（棟単位） 0 19
J09 3 7
J10 4 20
J11 1 15
J12 なし 0 19
J13 あり（棟単位） 0 19
J14 なし 2 26
J15 あり（棟単位） 0 9
J16 あり（棟単位） 1 10

有
隣

Y01 あり（棟単位）

あり（棟単位）

あり（棟単位）

あり（棟単位）
あり（棟単位）

あり（棟単位）

1 11
Y02 2

4

2

11
Y03 なし 0

0

3
26

Y04 31
Y05 37
Y06 5

11

20
14

Y07 0 32
Y08 8
Y09 4 16
Y10 0 27
Y11 0 30
Y12 32
Y13 25
Y14 0 9
Y15 5 0 10

あり（世帯単位）

あり（世帯単位）

あり（世帯単位）

あり（世帯単位）
あり（世帯単位）
あり（世帯単位）

あり（世帯単位）

※1

※1

※1

※1

あり※2

※１

※１

【注釈】 　
※１ マンション名を特定でき
 なかった回答者の数（〇か△
 か判別できず）。
※２ 一棟単位での加入か世帯
 単位での加入であるか不明。

1

3 4

2
・○が参加 ・○・△が参加

○
・
△
に
参
加
呼
び
掛
け
○
の
み
に
参
加
呼
び
掛
け

T02 T03T04 T05 T07T08 T10
T11T14

J01 該当なし

J02 J03J04 J05 J06 J07
J08J12 J13 J15

J14
J16 Y01 Y04Y05

Y07
Y09

Y10 Y11 Y14 Y15

T17
T13 T16 T18

○…町内会に個別加入してい
　　る住民 (マンション住民含む)
△…町内会に1棟加入または
　　非加入のマンション住民

　…町内会役員（地蔵盆の世話役） …地蔵盆の参加呼び掛け

…地蔵盆への参加が調査
　当日に確認できた範囲

T11 町内番号
元学区記号
Ｔ：待賢学区
 J：城巽学区
Y：有隣学区

【凡例】

不明
T06,T12,T15,J09,J10,
J11,Y02,Y06

5
・○が参加

△
が
存
在
せ
ず T01 T09

Y03 Y08 Y12 Y13

─ 1838 ─ ─ 1839 ─



16

1

待賢 城巽 有隣 合計
町内数 ％ 町内数 ％ 町内数 ％ 町内数 ％

あり 24 88.9 20 83.3 24 80.0 68 84.0
なし 3 11.1 4 16.7 6 20.0 13 16.0
合計 27 100.0 24 100.0 30 100.0 81 100.0

地蔵盆 
元学区

待賢 城巽 有隣 全体
最大 112 人 135 人 83 人 135 人
最小 20 人 13 人 3人 3人
平均 約 61 人 約 48 人 約 40 人 約 50 人

待賢 城巽 有隣 合計
町内数 ％ 町内数 ％ 町内数 ％ 町内数 ％

町内会費の一部 13 54.2 10 50.0 14 58.3 37 54.4
町内会費とは別会計の資金 1 4.2 6 30.0 8 33.3 15 22.1
町内会以外の団体の資金 1 4.2 1 5.0 1 4.2 3 4.4
特定の個人の資金 0 0.0 1 5.0 0.0 0.0 1 1.5
地蔵盆当日の寄付金 19 79.2 12 60.0 16 66.7 47 69.1

その他 0 0.0 1 5.0 1 4.2 2 2.7
全町内に占める割合　　　　　10%未満　　　　10%以上50%未満  　　　　50%以上

出所 
元学区

待賢（24） 城巽（20） 有隣（24） 合計
町内数 ％ 町内数 ％ 町内数 ％ 町内数 ％

掲示板等で告知 4 16.7 9 45.0 8 33.3 21 30.9
回覧板 15 62.5 17 85.0 14 58.3 46 67.6

チラシの配布 9 37.5 6 30.0 8 33.3 23 33.8
町内会の集まりで呼び掛け 1 4.2 0 0.0 0 0.0 1 1.5
各戸を直接訪問して 2 8.4 0 0.0 3 12.5 5 7.5

口伝いで 2 8.4 1 5.0 3 12.5 6 8.8
その他 1 4.2 0 0.0 1 4.2 2 3.0

全町内に占める割合　　　　　10%未満　　　　　10%以上50%未満 　　   　50%以上

待賢（24） 城巽（20） 有隣（24） 合計
町内数 ％ 町内数 ％ 町内数 ％ 町内数 ％

町内会加入戸建て・長屋世帯 18 75.0 17 85.0 21 87.5 56 82.4
町内会加入マンション世帯 3 12.5 5 25.0 5 20.8 13 19.1
町内会未加入の子育て世帯 2 8.3 0 0.0 0 0.0 2 2.9
昔から町内に住んでいる世帯 6 25.0 9 45.0 5 20.8 20 29.4
最近町内に住み始めた世帯 3 12.5 4 20.0 5 20.8 12 17.6
町外の親戚・家族の世帯 7 29.2 4 20.0 5 20.8 16 23.5
町外の親戚・家族以外の世帯 1 4.2 0 0.0 0 0.0 1 1.5

その他 0 0.0 0 0.0 2 8.3 2 2.9
全町内に占める割合　　　　　10%未満　　　　　10%以上50%未満　　　   50%以上

待賢（24） 城巽（20） 有隣（24） 合計
町内数 ％ 町内数 ％ 町内数 ％ 町内数 ％

町内会の集まりの時に聞く 4 16.7 0 0.0 1 4.2 5 7.4
各住戸を訪ねて直接聞く 1 4.2 0 0.0 3 12.5 4 5.9
参加申込書を配布する 3 12.5 6 30.0 8 33.3 17 25.0

毎年参加する人は決まっている 9 37.5 8 40.0 10 41.7 27 39.7
その他 6 25.0 5 25.0 1 4.2 12 17.6

全町内に占める割合　　　　　10%未満　　　　　10%以上50%未満　　　   50%以上

元学区

元学区

元学区

方法

対象

方法

18

1

20

…参加呼び掛け有り

…参加呼び掛け無し

…該当なし
（町内に存在しない)

○…町内会に個別加入
        しているマンション
　　住民

△…町内会に 1棟加入
        または非加入のマン
        ション住民

T11 町内番号
元学区記号
Ｔ：待賢学区
Ｊ：城巽学区
 Y：有隣学区

【凡例】

元
学
区

町
内

マンションからの
参加人数

全
て
の

回
答
者
数○ △

待
賢

T01 あり（世帯単位） 6 7
T02 あり（棟単位） 4 15
T03 なし 1 18
T04 あり（棟単位） 0 12
T05 なし 3 21
T06 あり（世帯単位） 34
T07 なし 2 19
T08 なし 0 4
T09

－

－
－

－
－

－
－

－

－

－
－

－
－
－
－

－

－ － 9
T10 なし 1 14
T11 なし 2 14
T12 あり 2 24
T13 あり（棟単位） 0 24
T14 なし 6 26
T15 あり 0 36
T16 なし 0 15
T17 なし 2 12
T18 あり（棟単位） 1 0 17

城
巽

J01 あり（棟単位） 0 6
J02 なし 0

1
16

J03 38

J04 0 27
J05 9

9

0 22

2

マンション住民の
町内会への加入

9

あり（世帯単位）

あり
あり（世帯単位）

※1

※２

※2

※2
※１

－
－
－

－
－
－
－
－
－

－

－

－
－
－

－

－

－

－

－
－

J06 なし 0 13
J07 なし 0 10
J08 あり（棟単位） 0 19
J09 3 7
J10 4 20
J11 1 15
J12 なし 0 19
J13 あり（棟単位） 0 19
J14 なし 2 26
J15 あり（棟単位） 0 9
J16 あり（棟単位） 1 10

有
隣

Y01 あり（棟単位）

あり（棟単位）

あり（棟単位）

あり（棟単位）
あり（棟単位）

あり（棟単位）

1 11
Y02 2

4

2

11
Y03 なし 0

0

3
26

Y04 31
Y05 37
Y06 5

11

20
14

Y07 0 32
Y08 8
Y09 4 16
Y10 0 27
Y11 0 30
Y12 32
Y13 25
Y14 0 9
Y15 5 0 10

あり（世帯単位）

あり（世帯単位）

あり（世帯単位）

あり（世帯単位）
あり（世帯単位）
あり（世帯単位）

あり（世帯単位）

※1

※1

※1

※1

あり※2

※１

※１

【注釈】 　
※１ マンション名を特定でき
 なかった回答者の数（〇か△
 か判別できず）。
※２ 一棟単位での加入か世帯
 単位での加入であるか不明。

1

3 4

2
・○が参加 ・○・△が参加

○
・
△
に
参
加
呼
び
掛
け
○
の
み
に
参
加
呼
び
掛
け

T02 T03T04 T05 T07T08 T10
T11T14

J01 該当なし

J02 J03J04 J05 J06 J07
J08J12 J13 J15

J14
J16 Y01 Y04Y05

Y07
Y09

Y10 Y11 Y14 Y15

T17
T13 T16 T18

○…町内会に個別加入してい
　　る住民 (マンション住民含む)
△…町内会に1棟加入または
　　非加入のマンション住民

　…町内会役員（地蔵盆の世話役） …地蔵盆の参加呼び掛け

…地蔵盆への参加が調査
　当日に確認できた範囲

T11 町内番号
元学区記号
Ｔ：待賢学区
 J：城巽学区
Y：有隣学区

【凡例】

不明
T06,T12,T15,J09,J10,
J11,Y02,Y06

5
・○が参加

△
が
存
在
せ
ず T01 T09

Y03 Y08 Y12 Y13

─ 1838 ─ ─ 1839 ─



　

待賢 城巽 有隣 合計
町内数 ％ 町内数 ％ 町内数 ％ 町内数 ％

仏
事
系

地蔵のお飾り 21 87.5 18 90.0 23 95.8 62 91.2
数珠まわし 15 62.5 11 55.0 14 58.3 40 58.8
仏僧による読経 17 70.8 13 65.0 21 87.5 51 75.0
お寺のお参り 1 4.2 1 5.0 2 8.3 4 5.9

配
布
系

おやつの配布 20 83.3 15 75.0 16 66.7 51 75.0
お供えのお下がりの配布 18 75.0 18 90.0 17 70.8 53 77.9
子ども向けの福引 15 62.5 8 40.0 11 45.8 34 50.0
大人向けの福引 11 45.8 6 30.0 9 37.5 26 38.8

遊
び
系

子どもの遊び（金魚すくい等） 12 50.0 8 40.0 9 37.5 29 42.6
ゲーム（ビンゴ・数当て等） 12 50.0 7 35.0 12 50.0 31 45.6

ショー・出し物 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

食
事
系

昼食会 6 25.0 4 20.0 7 29.2 17 25.0
夕食会 8 33.3 3 15.0 2 8.3 13 19.1
足洗い 9 37.5 10 50.0 6 25.0 25 36.8

ホテル等での懇親会 1 4.2 0 0.0 1 4.2 2 2.9
その他 3 12.5 2 10.0 4 16.7 9 13.2

全町内に占める割合　　　　20%未満　　　　20%以上 70%未満　　  　　70%以上

元学区
行事内容

待賢 城巽 有隣 合計
町内数 ％ 町内数 ％ 町内数 ％ 町内数 ％

祠の周辺 4 16.7 3 15.0 3 12.5 10 14.7
道路沿い 2 8.3 2 10.0 3 12.5 7 10.3
路地沿い 0 0.0 1 5.0 1 8.3 2 2.9

個人宅の敷地内 12 50.0 9 45.0 5 20.8 26 38.2
個人宅の室内 4 16.7 12 60.0 5 20.8 21 30.9

マンションの敷地内 1 4.2 0 0.0 1 4.2 2 2.9
会社・倉庫等の敷地内 2 8.3 0 0.0 2 8.3 4 5.9
お寺・神社の敷地内 3 12.5 3 15.0 2 8.3 8 11.8

その他 2 8.3 0 0.0 1 4.2 3 4.4
全町内に占める割合　　　　10%未満　　　　10%以上 30%未満　　  　　30%以上

元学区
開催場所

待賢 城巽 有隣 合計
町内数 ％ 町内数 ％ 町内数 ％ 町内数 ％

子どもの安全の祈願 18 75.0 13 65.0 19 79.2 50 73.5
先祖の供養 10 41.7 10 50.0 14 58.3 34 50.0
商売繁盛の祈願 3 12.5 0 0.0 1 4.2 4 5.9
大人の集まり 4 16.7 2 10.0 6 25.0 12 17.6
地域住民の親睦 20 83.3 18 90.0 21 87.5 59 86.8

家族・親戚が集まる機会 1 4.2 1 5.0 1 4.2 3 4.4
町内の伝統行事 19 79.2 15 75.0 19 79.2 53 77.9

地蔵があるので続けてきた 11 45.8 12 60.0 14 58.3 37 54.4
世話役が回って来るので続けている 5 20.8 5 25.0 6 25.0 16 23.5
全町内に占める割合　　　　20%未満　　　　20%以上 70%未満　　  　　70%以上

元学区
位置付け

8月 25 日（土）
　15:00　お飾り
　19:00　ビンゴゲーム
8月 26 日（日）
　9:00　  お参り
　10:00　おやつ・福引
　11:00　ボールすくい
　12:00　焼ソバ
　14:00　カキ氷
　15:00　片付け

大人16人
大人・子供   約 50人

大人 31人　子供15人
大人22人　子供16人

大人25人　子供8人
大人28人　子供10人

　行事スケジュールと参加人数

行事スケジュールと参加人数
8月 25 日（土）
　10:00　お飾り
　13:30　数珠まわし　　大人 9人　子供 3人
　14:15　仏僧のお話

お飾り
テントの設置

読経

秋の学区運動会の練習
（リレー競争）

地蔵と道具の
保管場所 ( お寺 )

機材の保管場所
( 地下倉庫 )

ボールすくい

かき氷

30m0 5 10

お飾り

30m0 5 10

─ 1840 ─ ─ 1841 ─



　

待賢 城巽 有隣 合計
町内数 ％ 町内数 ％ 町内数 ％ 町内数 ％

仏
事
系

地蔵のお飾り 21 87.5 18 90.0 23 95.8 62 91.2
数珠まわし 15 62.5 11 55.0 14 58.3 40 58.8
仏僧による読経 17 70.8 13 65.0 21 87.5 51 75.0
お寺のお参り 1 4.2 1 5.0 2 8.3 4 5.9

配
布
系

おやつの配布 20 83.3 15 75.0 16 66.7 51 75.0
お供えのお下がりの配布 18 75.0 18 90.0 17 70.8 53 77.9
子ども向けの福引 15 62.5 8 40.0 11 45.8 34 50.0
大人向けの福引 11 45.8 6 30.0 9 37.5 26 38.8

遊
び
系

子どもの遊び（金魚すくい等） 12 50.0 8 40.0 9 37.5 29 42.6
ゲーム（ビンゴ・数当て等） 12 50.0 7 35.0 12 50.0 31 45.6

ショー・出し物 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

食
事
系

昼食会 6 25.0 4 20.0 7 29.2 17 25.0
夕食会 8 33.3 3 15.0 2 8.3 13 19.1
足洗い 9 37.5 10 50.0 6 25.0 25 36.8

ホテル等での懇親会 1 4.2 0 0.0 1 4.2 2 2.9
その他 3 12.5 2 10.0 4 16.7 9 13.2

全町内に占める割合　　　　20%未満　　　　20%以上 70%未満　　  　　70%以上

元学区
行事内容

待賢 城巽 有隣 合計
町内数 ％ 町内数 ％ 町内数 ％ 町内数 ％

祠の周辺 4 16.7 3 15.0 3 12.5 10 14.7
道路沿い 2 8.3 2 10.0 3 12.5 7 10.3
路地沿い 0 0.0 1 5.0 1 8.3 2 2.9

個人宅の敷地内 12 50.0 9 45.0 5 20.8 26 38.2
個人宅の室内 4 16.7 12 60.0 5 20.8 21 30.9

マンションの敷地内 1 4.2 0 0.0 1 4.2 2 2.9
会社・倉庫等の敷地内 2 8.3 0 0.0 2 8.3 4 5.9
お寺・神社の敷地内 3 12.5 3 15.0 2 8.3 8 11.8

その他 2 8.3 0 0.0 1 4.2 3 4.4
全町内に占める割合　　　　10%未満　　　　10%以上 30%未満　　  　　30%以上

元学区
開催場所

待賢 城巽 有隣 合計
町内数 ％ 町内数 ％ 町内数 ％ 町内数 ％

子どもの安全の祈願 18 75.0 13 65.0 19 79.2 50 73.5
先祖の供養 10 41.7 10 50.0 14 58.3 34 50.0
商売繁盛の祈願 3 12.5 0 0.0 1 4.2 4 5.9
大人の集まり 4 16.7 2 10.0 6 25.0 12 17.6
地域住民の親睦 20 83.3 18 90.0 21 87.5 59 86.8

家族・親戚が集まる機会 1 4.2 1 5.0 1 4.2 3 4.4
町内の伝統行事 19 79.2 15 75.0 19 79.2 53 77.9

地蔵があるので続けてきた 11 45.8 12 60.0 14 58.3 37 54.4
世話役が回って来るので続けている 5 20.8 5 25.0 6 25.0 16 23.5
全町内に占める割合　　　　20%未満　　　　20%以上 70%未満　　  　　70%以上

元学区
位置付け

8月 25 日（土）
　15:00　お飾り
　19:00　ビンゴゲーム
8月 26 日（日）
　9:00　  お参り
　10:00　おやつ・福引
　11:00　ボールすくい
　12:00　焼ソバ
　14:00　カキ氷
　15:00　片付け

大人16人
大人・子供   約 50人

大人 31人　子供15人
大人22人　子供16人

大人25人　子供8人
大人28人　子供10人

　行事スケジュールと参加人数

行事スケジュールと参加人数
8月 25 日（土）
　10:00　お飾り
　13:30　数珠まわし　　大人 9人　子供 3人
　14:15　仏僧のお話

お飾り
テントの設置

読経

秋の学区運動会の練習
（リレー競争）

地蔵と道具の
保管場所 ( お寺 )

機材の保管場所
( 地下倉庫 )

ボールすくい

かき氷

30m0 5 10

お飾り

30m0 5 10
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“Resilience” is defined as “ability of system to maintain its fundamental character and correspond with uncertain 

external change” and often expressed to “flexible robustness” like as blanches of willow. Resilience has been 
discussed in the various fields such as material science, psychiatry, biology and disaster management and recently 
applied to the field of Machi-zukuri to consider about succession and reorganization of local communities.  

On the other hand, “Jizo-bon” is a ceremony which is seen widely in the Kansai district of Japan mainly on 24th 
August, the ceremonial day of Jizo-bosatsu which is a god of Buddhism. Jizo-bon is composed by two fundamental 
factors, 1) decorating and praying Jizo-statue and 2) playing children in front of Jizo-statue. Jizo-bon has been 
succeeded and managed by “Cho” communities which are basic units of communities in the central area of Kyoto 
while local communities have been weakened in recent uncertain social changes due to decreasing number of 
children, aging population, decline of local industry and development of hi-rise apartment etc.  

This study regards Jizo-bon as a community resource which has been succeeded by corresponding with various 
uncertain changes and crises and explores a way to resilient succession and reorganization of local communities 
based on investigation of actual condition of Jizo-bon management. Concretely, we examine how Jizo-bon 
contributes to improvement of “diversity” of community actors which is one of the conditions of resilient community 
and consider on the roles of Jizo-bon on resilient succession and reorganization of local communities.  
In the result, firstly, we clarified approximately 86% of Cho which are selected (93 cho in 3 Moto-gakku in central 

area of Kyoto) are managing Jizo-bon as at 2012. This result shows Jizo-bon has been succeeded as community based 
ceremony. In addition, Jizo-bon is recently held as events in Moto-gakku. This shows Jizo-bon is evaluated as 
community resource rather than religious one in the context of Machi-zukuri.  

Secondary, we clarified people (ex. apartment residents) who tend to be unfamiliar with community activities also 
join in Jizo-bon by analyzing component of participants to Jizo-bon with questionnaire to community leader and 
hearing to participants. This result means Jizo-bon plays a role in the creation of a resilient community in terms of 
improving the "diversity" of community members which is one of “the potential characteristics of resilient 
communities”. In addition, we considered about the reason why Jizo-bon play a role described as above. We can say 
Jizo-bon has “flexibility” from view of selectivity of events, number of participants and place corresponded to the 
situation of each communities. 

In the conclusion, it is safe to say that these results show Jizo-bon is community resource which has experienced 
various external changes in the long time and succeeded as “the core” of community and play an important role in 
local community management in the era of uncertainty. 

By the way, this paper didn’t examine “redundancy” which is another condition of “the potential characteristics” of 
resilient communities together with “diversity”. We have to examine “redundancy” of relationships from viewpoints of 
management of cho and Jizo-bon. Furthermore, we also have to examine “ability of adaptation to uncertain change” 
more than “potential characteristics” through case study of community which experienced adaptation to uncertain 
change and crisis. These are future subjects and we will discuss them in another paper. 
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